
２０１９年１０月２５日 Ｎｏ２１５

現
在
行
政
に
よ
る
災
害
ゴ
ミ
、
土
の
う
袋
の
運
搬
が
滞
っ
て
い
ま
す
。
組
合
で
は
運
搬
支
援
に
使
用
す
る
２
ｔ
ダ
ン
プ
か
ト
ラ
ッ
ク
を
貸
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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ボランティア活動参加可能な人は組合事務所までご連絡ください。ボランティア保険料は組合が負担します。

台
風
１
９
号
に
よ
っ
て
、
県
内
で
も
多

く
の
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
佐
野
市
で

は
組
合
事
務
所
か
ら
約
６
㌔
南
に
あ
る
秋

山
川
の
堤
防
が
決
壊
し
、
組
合
関
係
者
も

住
宅
の
浸
水
な
ど
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。被

害
を
受
け
た
み
な
さ
ん
に
、
あ
ら
た

め
て
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

宇
都
宮
市
、
鹿
沼
市
、
足
利
市
、
栃
木

市
な
ど
広
い
範
囲
で
水
害
が
発
生
し
て
お

り
、
ま
だ
組
合
関
係
者
の
被
害
が
す
べ
て

は
把
握
で
き
な
い
状
況
で
す
。

大
変
な
と
こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
被
害
に

あ
っ
た
組
合
員
は
組
合
事
務
所
に
ご
一
報

く
だ
さ
い
。

秋山川の決壊現場。堤防の強化や浚渫など多くの課題が明らかに。

組合では地域住民と泥出しなどに取り組んでいます関根建設様のご協力により2ｔダンプを借りて土のう運搬

水圧で押し倒されたブロック塀の撤去作業ボランティアセンターでは対応できない解体作業も。



【
被
災
者
生
活

再
建
支
援
制
度
】

台
風
１
９
号
で
県
内
の

多
く
の
自
治
体
に
「
災
害

救
助
法
」
の
適
用
が
決
定

し
、
住
宅
の
被
害
程
度
に

応
じ
て
、
最
大
３
０
０
万

円
の
被
災
者
生
活
再
建
支

援
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

支
援
金
の
使
途
は
限
定

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ

し
対
象
は
住
宅
が
「
全
壊
」

ま
た
は
「
半
壊
」
し
、
そ

の
住
宅
を
や
む
を
得
ず
解

体
す
る
場
合
な
ど
限
定
的

で
す
。
申
請
は
市
で
受
け

付
け
ま
す
。
申
請
期
限
は

災
害
発
生
時
か
ら
１
３
か

月
以
内
で
す
。
被
災
時
に

住
居
し
て
い
た
世
帯
が
対

象
の
た
め
空
き
家
等
は
対

象
外
で
す
。

【
災
害
救
助
法

修
理
制
度
】

住
宅
が
「
半
壊
」
し
、

自
ら
修
理
す
る
資
力
の
な

い
世
帯
に
た
い
し
て
、
住

宅
の
居
室
、
台
所
、
ト
イ

レ
な
ど
日
常
生
活
に
必
要

な
最
小
限
度
の
部
分
を
応

急
的
に
修
理
す
る
制
度
で

す
。被

災
者
が
依
頼
し
た
業

者(

自
治
体
指
定
業
者)

が

市
に
見
積
を
提
出
し
、
市

が
業
者
に
工
事
を
依
頼
、

工
事
完
成
後
に
市
が
費
用

を
支
払
い
ま
す
。
最
大
５

９
万
５
千
円
分
。

発
災
後
１
か
月
以
内
に

工
事
完
了
が
条
件
に
な
っ

て
い
ま
す
。
あ
ま
り
に
も

非
現
実
的
な
期
限
の
設
定

で
す
。

９
月
に
発
生
し
た
台
風

１
５
号
に
よ
り
、
千
葉
県

内
を
中
心
に
屋
根
の
損
壊

が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

雨
漏
れ
に
よ
っ
て
生
活
で

き
な
い
現
実
を
踏
ま
え
、

一
部
損
壊
で
も
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、
最
大
３
０
万
円
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
床
下

浸
水
に
つ
い
て
は
、
い
ま

だ
適
用
が
厳
し
い
状
況
で

す
。大

量
の
泥
が
流
入
し
た

ま
ま
の
住
宅
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。

住
宅
の
保
険
も
多
く
が

床
下
浸
水
だ
と
適
用
に
な

ら
な
い
た
め
、
全
額
自
費

で
リ
フ
ォ
ー
ム
業
者
に
依

頼
す
る
か
、
撤
去
せ
ず
に

生
活
す
る
か
、
多
く
の
被

災
者
が
悩
ん
で
い
ま
す
。

住
宅
の
基
礎
に
影
響
す

る
問
題
で
す
。
床
下
浸
水

も
屋
根
同
様
公
的
支
援
の

対
象
に
す
べ
き
で
す
。

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
支
援
を
】

１
０
月
２
３
日
現
在
、

県
内
で
は
宇
都
宮
市
、
足

利
市
、
栃
木
市
、
佐
野
市
、

鹿
沼
市
、
小
山
市
、
那
須

烏
山
市
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

派
遣
を
行
っ
て
い
ま
す
。

土
砂
や
が
れ
き
の
撤
去

な
ど
を
お
願
い
で
き
ま
す
。

各
市
の
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
で
す
。

【
罹
災
証
明
の

申
請
を
】

罹
災
証
明
は
公
に
損
害

を
証
明
す
る
も
の
で
す
。

公
的
支
援
を
受
け
る
場
合
、

保
険
金
請
求
を
す
る
、
あ

る
い
は
確
定
申
告
で
雑
損

控
除
等
う
け
る
場
合
も
必

要
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。損

害
の
状
況
を
写
真
に

撮
り
市
に
申
請
し
ま
す
。

１
０
月
１
３
日
、
建
交

労
栃
木
県
本
部
第
２
１
回

定
期
大
会
を
代
議
員
ら
３

４
人
が
参
加
し
、
組
合
事

務
所
で
開
催
し
ま
し
た
。

前
夜
台
風
の
直
撃
を
受
け
、

４
人
の
組
合
員
が
参
加
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

大
会
に
は
来
賓
と
し
て

栃
木
県
労
連
の
阿
波
議
長

が
、
さ
く
ら
市
か
ら
国
道

２
９
３
号
線
の
通
行
止
め

を
突
破
し
て
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

山
内
委
員
長
は
「
困
っ

た
と
き
に
助
け
合
う
の
が

組
合
本
来
の
趣
旨
、
被
災

し
た
組
合
員
を
み
ん
な
で

支
援
し
よ
う
」
と
呼
び
か

け
ま
し
た
。

石
井
書
記
長
は
、
ト
ラ
ッ

ク
職
場
の
３
支
部
が
ダ
ン

プ
支
部
の
分
会
と
し
て
編

入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

組
織
強
化
が
目
的
の
再
編

で
あ
る
と
提
案
し
ま
し
た
。

各
支
部
が
活
動
を
報
告
、

エ
ア
ケ
ミ
運
輸
支
部
か
ら

は
新
し
く
加
入
し
た
組
合

員
が
紹
介
さ
れ
、
参
加
者

は
大
き
な
拍
手
で
激
励
し

ま
し
た
。
提
案
さ
れ
た
議

案
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

２０１９年１０月２５日 Ｎｏ２１５

戦
後
最
悪
の
日
韓
関
係

だ
そ
う
で
す
。

マ
ス
コ
ミ
や
ネ
ッ
ト
の

無
責
任
な
情
報
に
影
響
を

受
け
る
人
も
増
え
て
い
ま

す
。
先
日
あ
る
組
合
員
が

「
韓
国
っ
て
国
は
・
・
」

と
い
っ
た
「
嫌
韓
」
発
言

を
す
る
の
を
聞
い
て
驚
き

ま
し
た
。

他
国
に
た
い
す
る
敬
意
、

理
解
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

私
た
ち
の
組
合
に
は
韓

国
の
人
も
い
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、

下
野
市
に
あ
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
造
工
場
で
働
く
柳
宗

旻
さ
ん(

５
４)

と
黄
盛
基

さ
ん(

５
２)

、
二
人
と
も

韓
国
の
民
主
化
闘
争
が
激

し
い
時
代
に
大
学
に
通
い
、

祖
国
の
変
化
を
見
て
き
ま

し
た
。
卒
業
後
柳
さ
ん
は

宝
石
関
係
の
仕
事
を
経
て

９
５
年
に
来
日
、
黄
さ
ん

は
１
０
年
間
の
米
国
生
活

を
経
て
０
９
年
に
来
日
し

ま
し
た
。

工
場
で
は
、
高
層
ビ
ル

の
柱
や
公
共
物
の
大
型
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
品
を
製
造

し
て
い
ま
す
。

柳
さ
ん
「
韓
国
の
大
統

領
経
験
者
が
刑
務
所
に
行

く
こ
と
を
日
本
人
に
指
摘

さ
れ
ま
し
た
が
三
権
分
立

が
徹
底
し
て
い
る
証
拠
、

安
倍
首
相
の
森
友
、
加
計

問
題
の
よ
う
に
う
や
む
や

に
は
し
な
い
。
い
ま
工
場

で
働
く
人
の
半
分
は
外
国

人
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン

ド
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら

も
。
私
は
日
本
人
以
上
に

日
本
人
っ
ぽ
い
と
言
わ
れ

ま
す
」
。

黄
さ
ん
「
い
ま
韓
国
は

与
党
の
反
日
政
策
に
国
民

が
振
り
回
さ
れ
て
い
る
。

決
し
て
反
日
国
民
が
多
数

で
は
な
い
。
た
だ
日
本
人

と
違
い
感
情
表
現
が
激
し

い
と
思
い
ま
す
。
来
日
当

初
は
日
本
人
の
あ
い
ま
い

な
表
現
が
理
解
で
き
ず
苦

労
し
ま
し
た
。
い
ま
は
家

族
も
み
ん
な
日
本
で
生
活

し
て
い
ま
す
」
。

☆

☆

☆

☆

☆

国
同
士
の
関
係
が
悪
く

て
も
個
人
レ
ベ
ル
で
理
解

が
進
め
ば
、
両
国
の
世
論

が
関
係
を
修
復
さ
せ
る
で

し
ょ
う
。
戦
争
の
芽
は
日

常
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。

メディアの軽薄な「嫌韓」報道に惑わされずに、冷静に

日韓関係を考えることが必要です。(左柳さん、黄さん)


